
国土交通省
九州運輸局

訪日外国人旅行者数4,000万人、6,000万人の実現に向けて、 訪日外国人旅行者の受入環境の整備を緊急的に進める。

交通サービスインバウンド対応支援事業

訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業

地方での消費拡大に向けたインバウンド対応支援事業

■多言語表記等

■無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備

■ホームドアの設置

■交通施設の多機能トイレの整備

■インバウンド対応型鉄軌道車両の整備
【補助対象事業者】
鉄軌道事業者

■ノンステップバス、リフト付バス
の導入
【補助対象事業者】
一般乗合旅客自動車運送事業者、
一般貸切旅客自動車運送事業者
（貸切バス事業者安全性評価制度
の認定を受けた者） 等

■ユニバーサルデザインタクシーの導入
【補助対象事業者】
一般乗用旅客自動車運送事業者 等

■多言語バスロケーションシステムの設置
【補助対象事業者】
一般乗合旅客自動車運送事業者等

■船内座席の個室寝台化
【補助対象事業者】
国内一般旅客定期航路事業者、
国内不定期航路事業者、船舶
貸渡業者 等

■全国共通ＩＣカードの導入
【補助対象事業者】
鉄軌道事業者、一般乗合
旅客自動車運送事業者 等

■企画乗車船券の発行
【補助対象事業者】
公共交通事業者 等

■ＬＲＴシステムの整備
【補助対象事業者】
鉄軌道事業者

【補助対象事業者】
鉄軌道事業者、一般乗合
旅客自動車運送事業者 等

■エレベーター・スロープ等の設置
による交通施設の段差の解消
【補助対象事業者】
鉄軌道事業者、バスターミナル事業を営む者、
国内一般旅客定期航路事業者で旅客船ターミナルを
設置等する者、航空旅客ターミナルを設置等する者 等

【補助対象事業者】
鉄軌道事業者

■手ぶら観光カウンターの機能向上
（案内標識・デジタルサイネージ・ＨＰの多言語表記等、
案内放送の多言語化、手荷物集荷場等の整備等）

【補助対象事業者】
地方公共団体、公共交通事業者を含む民間事業者等
（手ぶら観光共通ロゴマーク掲出の認定をした、又は認定する見込みがある者）

（停留施設）

宿泊施設インバウンド対応支援事業

■無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備 ■トイレ洋式化

■タブレット端末の整備
■案内表示の多言語化

等
■段差解消
■自社サイトの多言語化

【補助対象事業者】
宿泊事業者等（複数の宿泊事業者（５以上）
により構成される団体が計画策定・申請）

具体的な取組み

実 証 事 業 等
■訪日外国人旅行者の要望・不満調査

■通信環境と多言語対応の充実

■ムスリム等個別ニーズへの対応

■空港・港湾の待ち時間の有効活用

■災害、事故、急病等への対応

等

【補助対象事業者】
鉄軌道事業者、一般乗合
旅客自動車運送事業者 等

（低床式車両）

【補助対象事業者】
鉄軌道事業者、バスターミナル事業を営む者、
国内一般旅客定期航路事業者で旅客船ターミナルを
設置等する者、航空旅客ターミナルを設置等する者 等

ムスリム等個別ニーズ

等

■観光案内所の機能向上
（施設の整備・改良、無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備、案内標識・デジタル
サイネージ・ＨＰの多言語表記等、案内放送の多言語化、スタッフ研修）

【補助対象事業者】
地方公共団体、公共交通事業者を含む民間事業者等
（日本政府観光局がカテゴリーⅡ以上の認定をした、又は認定する見込みがある者）

■観光拠点情報・交流施設の機能向上
（施設の整備・改良、洋式便所の整備等、無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備、
多言語の展示設備、案内標識・デジタルサイネージ・ＨＰの多言語表記等、
案内放送の多言語化）

【補助対象事業者】
地方公共団体、公共交通事業者を含む民間事業者等

■公衆トイレの洋式化等
【補助対象事業者】
地方公共団体、公共交通事業者を含む民間事業者等

H29予算：8,530百万円
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国土交通省
九州運輸局福岡空港国際線ターミナルにおけるタクシー利用の改善

◯ 福岡空港国際線ターミナルのタクシープールの混雑状況を事業者等が把握し的確
に配車することを目的として、クラウドを活用したカメラの設置・情報提供の実証実験
を実施中。

【システム概要】カメラが定期的に画像を撮影し、クラウドサーバーに保存する。事業者等はシステムにログ
インし、当該クラウドサーバーにアクセスして画像を確認することができる。

【システムの特徴】初期費用ゼロ、ランニングコストが低廉、個人スマホからもアクセス可能

【現在のタクシープールの混雑状況を写した画像（イメージ）】

配車センターやタクシー
ドライバーが混雑状況を
把握し、空いていれば空
港に向かうなど、的確な
配車を実施。

GW期においても配車に
関連する大きな支障は
見られなかった。



国土交通省
九州運輸局「観光ビジョン推進九州ブロック戦略会議」を開催します

観光ビジョン掲載施策の具体的な取組の推進を図るため、第１回「観光ビジョン推進九州ブロック戦略会議」を下記のとおり開催し
ます。
九州運輸局では、平成２７年３月から国土交通省の他の地方出先機関である九州地方整備局、大阪航空局（福岡空港事務所）
と連携し、当時の急激なインバウンド需要に対応するために「訪日外国人旅行者受入に向けた九州ブロック連絡会議」を設置し、訪
日外国人旅行者の受入環境整備に取り組んでまいりました。
そのような中、平成２８年３月に安倍首相を議長とする「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」において「明日の日本を支える

観光ビジョン」が策定されたことを受け、観光ビジョン掲載施策の実施に向け、九州ブロック連絡会議を発展的に改組し、平成２９年４
月に「観光ビジョン推進九州ブロック戦略会議」を設置しました。
従来の九州ブロック連絡会議は、九州の自治体、経済団体、関係事業者団体等のほか、国土交通省の地方出先機関３局
で構成しておりましたが、九州ブロック戦略会議は、他省の九州出先機関である九州総合通信局、九州農政局、九州経済
産業局、九州地方環境事務所も新たに参加することとなり、名実ともに「オール九州」でインバウンドに取り組むことと
なる九州における初めての会議です。
今後、この会議において、中長期的な視点に立ち、地域毎に異なる課題の解決及び地域の特色を活かした観光振興のための環

境を整備していくこととしております。
今回の会議は、これまでの旧「ブロック連絡会」の取組の進捗状況の報告や新組織での新たな課題の抽出と取り組み方針などにつ
いてご議論いただきます。また、新たに「観光資源魅力向上ワーキング」を設置し、観光ビジョン掲載施策の具体化の推進のために、
必要な課題を議論してまいります。

～ 中長期的な視点に立ち、世界が訪れたくなる九州へ ～

記
●開催概要
１、日 時 平成２９年６月２９日（木） １４：００～１６：００
２、場 所 九州運輸局 ７階海技試験場

福岡市博多区博多駅東2-11-1 福岡合同庁舎新館
３、主な構成員 九州運輸局、九州地方整備局、大阪航空局、九州総合通信局、九州農政局、九州経済産業局、

九州地方環境事務所、九州各県、政令指定都市、経済団体、九州観光推進機構、
関係事業者・団体（交通・旅行・宿泊）

★後日、報道機関へは、開催についてのご案内を改めていたします。


